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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月3日(2015.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主要汚水ストリームを、（ｉ）フロック状の好気性バイオマスを使用して、活性汚泥プ
ロセスを受けさせられる汚水ストリームと、（ｉｉ）前記活性汚泥プロセスと並列に動作
され、好気性粒状バイオマスを使用する粒状バイオマスプロセスへ給送される前記汚水ス
トリームの一部分とに分割することを備える汚水処理プロセスであって、前記粒状バイオ
マスプロセスから流れ出る前記バイオマスの一部分は、前記活性汚泥プロセスへ給送され
、ここにおいて、前記活性汚泥プロセスへ給送される前記バイオマスの前記一部分は、前
記活性汚泥プロセスへ給送されない前記粒状バイオマスプロセスの前記バイオマスの前記
一部分よりも低い沈降速度を有しており、前記好気性粒状バイオマスが、３０分の沈降の
後に１ｇの懸濁によって占有されるミリリットルの体積として定義され、７０ｍｌ／ｇ未
満、好ましくは５０ｍｌ／ｇ未満である汚泥容量指標と、少なくとも３ｍ／ｈの、好まし
くは、１０ｍ／ｈと５０ｍ／ｈとの間の沈降速度と、少なくとも０．２ｍｍの、好ましく
は、０．４ｍｍと３ｍｍとの間の平均粒子サイズとのうちの１つまたは複数によって特徴
付けられ、前記活性汚泥へ給送される、前記粒状バイオマスプロセスから流れ出る前記バ
イオマスの前記一部分が、３０分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有されるミリリット
ルの体積として定義され、４０ｍｌ／ｇと９０ｍｌ／ｇとの間の、好ましくは、５０ｍｌ
／ｇと９０ｍｌ／ｇとの間の汚泥容量指標と、１．５ｍ／ｈと１０ｍ／ｈとの間の、好ま
しくは、３ｍ／ｈと１０ｍ／ｈとの間の沈降速度と、０．１ｍｍと０．４ｍｍとの間の平
均粒子サイズとのうちの１つまたは複数によって特徴付けられる、汚水処理プロセス。
【請求項２】
　前記フロック状の好気性バイオマスが、３０分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有さ
れるミリリットルの体積として定義され、７０ｍｌ／ｇを超え、より具体的には、９０ｍ
ｌ／ｇと１５０ｍｌ／ｇとの間の汚泥容量指標と、３ｍ／ｈ未満の、より具体的には、０
．５ｍ／ｈと１．５ｍ／ｈとの間の沈降速度と、０．２ｍｍ未満の、とりわけ未満０．１
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ｍｍの平均粒子サイズとのうちの１つまたは複数によって特徴付けられる、請求項１に記
載のプロセス。
【請求項３】
　前記好気性粒状バイオマスが、５分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有されるミリリ
ットルの体積として定義され、１５０ｍｌ／ｇ未満、好ましくは、１００ｍｌ／ｇ未満で
ある汚泥容量指標によって特徴付けられる、請求項１または２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記フロック状の好気性バイオマスが、５分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有され
るミリリットルの体積として定義され、２５０ｍｌ／ｇを超える汚泥容量指標によって特
徴付けられる、請求項１～３までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記粒状バイオマスプロセスが、（ａ）処理された水を反応器から放出しながら、前記
反応器の中の前記好気性粒状バイオマスに汚水を加えるステップと、（ｂ）前記反応器の
中の前記汚水の酸素レベルを０．２ｍｇ／ｌと５ｍｇ／ｌとの間に維持しながら、酸素含
有ガス、とりわけ、空気を前記反応器へ供給するステップと、（ｃ）前記粒状バイオマス
が沈降することを可能にするステップと、（ｄ）前記反応器から前記バイオマスの一部分
を引き出し、それを前記活性汚泥プロセスへ少なくとも部分的に給送するステップとの連
続したステップによって動作させられ、ここにおいて、引き出された前記バイオマスの平
均粒子サイズが、前記反応器の中に残っている前記バイオマスの平均粒子サイズよりも小
さい、請求項１～４までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記粒状バイオマスプロセスが、（ａ）反応器の中の前記好気性粒状バイオマスに汚水
を加えるステップと、（ｂ）前記反応器の中の前記汚水の前記酸素レベルを０．２ｍｇ／
ｌと５ｍｇ／ｌとの間に維持しながら、酸素含有ガス、とりわけ空気を前記反応器へ供給
するステップと、（ｃ）前記粒状バイオマスが沈降することを可能にするステップと、（
ｄ）前記反応器からの前記バイオマスの引き出し部分を含む、処理された水を前記反応器
から放出し、それを前記活性汚泥プロセスへ少なくとも部分的に給送するステップとの連
続したステップによって動作させられ、ここにおいて、引き出された前記バイオマスの平
均粒子サイズが、前記反応器の中に残っている前記バイオマスの平均粒子サイズよりも小
さい、請求項１～５までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項７】
　粒状バイオマスプロセスが、上昇流モードで動作させられ、ここにおいて、ステップ（
ａ）の中の前記汚水が、底部から供給され、前記処理された水を置換し、前記処理された
水は、前記反応器の上部から同じステップの中で放出され、ステップ（ｂ）の中の前記酸
素含有ガスが、前記反応器の前記底部に供給され、ステップ（ｄ）において、より小さい
粒子サイズを有する前記バイオマスが、底部から上部へ、前記反応器の高さの３０％と９
０％との間において引き出される、請求項６に記載のプロセス。
【請求項８】
　前記粒状バイオマスプロセスへ給送される前記汚水の前記一部分と、前記活性汚泥プロ
セスへ給送される前記汚水の前記一部分との比が、前記汚水供給の品質に応じて制御され
得、５：９５と７５：２５との間で、とりわけ、１０：９０と５０：５０との間で選択さ
れる、請求項１～７までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項９】
　前記汚水が、１リットル当たりのＣＯＤとして表現したときに、１０ｍｇと８ｇとの間
のレベルで有機廃棄物を含有し、および／または、１リットル当たり０．２ｍｇと１００
０ｍｇとの間の、とりわけ、１リットル当たり１ｍｇと７５ｍｇとの間のレベルの合計の
窒素（アンモニアおよび／または他の窒素化合物として）を含有し、および／または、１
リットル当たり０．０５ｍｇと５００ｍｇとの間の、とりわけ、１リットル当たり１ｍｇ
と１５ｍｇとの間の合計のリン（ホスフェートおよび／または他のリン化合物として）を
含有する、請求項１～８までのいずれか一項に記載のプロセス。
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【請求項１０】
　前記活性汚泥プロセスが、２つ以上の処理トレインを備えることを特徴とする、請求項
１～９までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１１】
　前記粒状バイオマスプロセスが、１つの処理トレインを備えることを特徴とする、請求
項１～１０までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記粒状バイオマスプロセスが、２つ以上の処理トレインを備えることを特徴とする、
請求項１～１１までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１３】
　前記活性汚泥プロセスから導き出され、初期の汚水よりも高い栄養分レベルを含有する
側方ストリームプロセスの少なくとも一部分が、前記粒状バイオマスプロセスへ返送され
ることを特徴とする、請求項１～１２までのいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１４】
　液体入口部、液体出口部、およびガス入口部を備える活性汚泥反応器（３）と、前記反
応器の前記底部に液体入口部を備え、前記反応器（４）の高さの少なくとも３分の１に１
つまたは複数の液体出口部を備え、前記反応器（４）の前記底部に液体出口部を備え、前
記反応器の前記底部にガス入口部を備える粒状バイオマス反応器（４）と、前記粒状バイ
オマス反応器（４）の高さの少なくとも３分の１にある１つまたは複数の前記液体出口部
の出口部を前記活性汚泥反応器（３）の入口部に接続する液体ラインと、汚泥出口部およ
び浄化された液体出口部を有する、前記活性汚泥反応器（３）の液体出口部に接続されて
いるセパレーター（５）とを備え、前記活性汚泥反応器（３）の前記液体入口部と前記粒
状バイオマス反応器（４）の前記液体入口部とへの前記相対的な液体フローを調節するた
めのデバイスをさらに備える、請求項１～１３までのいずれか一項に記載のプロセスを実
施するための装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本発明は、記載されているようにＡＧＢシステムとＣＡＳシステムとを備えるハイブリ
ッドプロセス構成を実装するための機器をさらに備える。そのような機器は、有利には、
液体入口部、液体出口部、およびガス入口部を備える活性汚泥反応器（３）と、反応器の
底部に液体入口部（４２）を備え、反応器の上部に液体出口部（４５）を備え、反応器（
４）の高さの少なくとも３分の１に出口部（４６）を備え、反応器の底部にガス入口部（
４３）を備える、粒状バイオマス反応器（４）と、粒状バイオマス反応器（４）の出口部
を活性汚泥反応器（３）の入口部に接続する液体ラインと、好ましくは、活性汚泥反応器
（３）の液体出口部に接続されているセパレーター（５）とを備え、セパレーターは、汚
泥出口部と、浄化された液体出口部とを有しており、機器は、活性汚泥反応器（３）の液
体入口部と粒状バイオマス反応器（４）の液体入口部とへの相対的な液体フローを調節す
るための制御弁をさらに備える。機器は、並列に配置されている複数の活性汚泥反応器（
３）および／または複数の粒状バイオマス反応器（４）を備えることが可能である。
　なお、以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］フロック状の好気性バイオマスを使用して、汚水に活性汚泥プロセスを受けさせ
ることを備える汚水処理プロセスであって、前記汚水の一部分は、前記活性汚泥プロセス
と並列に動作され、好気性粒状バイオマスを使用する粒状バイオマスプロセスへ給送され
、前記粒状バイオマスプロセスから流れ出る前記バイオマスの一部分は、前記活性汚泥プ
ロセスへ給送され、ここにおいて、前記活性汚泥プロセスへ給送される前記バイオマスの
前記一部分は、前記活性汚泥プロセスへ給送されない前記粒状バイオマスプロセスの前記
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バイオマスの前記一部分よりも低い沈降速度を有していることを特徴とする、汚水処理プ
ロセス。
　［２］前記好気性粒状バイオマスが、３０分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有され
るミリリットルの体積として定義され、７０ｍｌ／ｇ未満、好ましくは５０ｍｌ／ｇ未満
である汚泥容量指標と、少なくとも３ｍ／ｈの、好ましくは、１０ｍ／ｈと５０ｍ／ｈと
の間の沈降速度と、少なくとも０．２ｍｍの、好ましくは、０．４ｍｍと３ｍｍとの間の
平均粒子サイズとのうちの１つまたは複数によって特徴付けられる、［１］に記載のプロ
セス。
　［３］前記フロック状の好気性バイオマスが、３０分の沈降の後に１ｇの懸濁によって
占有されるミリリットルの体積として定義され、７０ｍｌ／ｇを超え、より具体的には、
９０ｍｌ／ｇと１５０ｍｌ／ｇとの間の汚泥容量指標と、３ｍ／ｈ未満の、より具体的に
は、０．５ｍ／ｈと１．５ｍ／ｈとの間の沈降速度と、０．２ｍｍ未満の、とりわけ未満
０．１ｍｍの平均粒子サイズとのうちの１つまたは複数によって特徴付けられる、［１］
または［２］に記載のプロセス。
　［４］前記活性汚泥へ給送される、前記粒状バイオマスプロセスから流れ出る前記バイ
オマスの前記一部分が、３０分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有されるミリリットル
の体積として定義され、４０ｍｌ／ｇと９０ｍｌ／ｇとの間の、好ましくは、５０ｍｌ／
ｇと９０ｍｌ／ｇとの間の汚泥容量指標と、１．５ｍ／ｈと１０ｍ／ｈとの間の、好まし
くは、３ｍ／ｈと１０ｍ／ｈとの間の沈降速度と、０．１ｍｍと０．４ｍｍとの間の平均
粒子サイズとのうちの１つまたは複数によって特徴付けられる、［１］～［３］までのい
ずれか一項に記載のプロセス。
　［５］前記好気性粒状バイオマスが、５分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占有される
ミリリットルの体積として定義され、１５０ｍｌ／ｇ未満、好ましくは、１００ｍｌ／ｇ
未満である汚泥容量指標によって特徴付けられる、［１］～［４］までのいずれか一項に
記載のプロセス。
　［６］前記フロック状の好気性バイオマスが、５分の沈降の後に１ｇの懸濁によって占
有されるミリリットルの体積として定義され、２５０ｍｌ／ｇを超える汚泥容量指標によ
って特徴付けられる、［１］～［５］までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［７］前記粒状バイオマスプロセスが、（ａ）処理された水を反応器から放出しながら
、前記反応器の中の前記好気性粒状バイオマスに汚水を加えるステップと、（ｂ）前記反
応器の中の前記汚水の酸素レベルを０．２ｍｇ／ｌと５ｍｇ／ｌとの間に維持しながら、
酸素含有ガス、とりわけ、空気を前記反応器へ供給するステップと、（ｃ）前記粒状バイ
オマスが沈降することを可能にするステップと、（ｄ）前記反応器から前記バイオマスの
一部分を引き出し、それを前記活性汚泥プロセスへ少なくとも部分的に給送するステップ
との連続したステップによって動作させられ、ここにおいて、引き出された前記バイオマ
スの平均粒子サイズが、前記反応器の中に残っている前記バイオマスの平均粒子サイズよ
りも小さい、請求項１～６までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［８］前記粒状バイオマスプロセスが、（ａ）反応器の中の前記好気性粒状バイオマス
に汚水を加えるステップと、（ｂ）前記反応器の中の前記汚水の前記酸素レベルを０．２
ｍｇ／ｌと５ｍｇ／ｌとの間に維持しながら、酸素含有ガス、とりわけ空気を前記反応器
へ供給するステップと、（ｃ）前記粒状バイオマスが沈降することを可能にするステップ
と、（ｄ）前記反応器からの前記バイオマスの引き出し部分を含む、処理された水を前記
反応器から放出し、それを前記活性汚泥プロセスへ少なくとも部分的に給送するステップ
との連続したステップによって動作させられ、ここにおいて、引き出された前記バイオマ
スの平均粒子サイズが、前記反応器の中に残っている前記バイオマスの平均粒子サイズよ
りも小さい、請求項１～７までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［９］粒状バイオマスプロセスが、上昇流モードで動作させられ、ここにおいて、ステ
ップ（ａ）の中の前記汚水が、底部から供給され、前記処理された水を置換し、前記処理
された水は、前記反応器の上部から同じステップの中で放出され、ステップ（ｂ）の中の
前記酸素含有ガスが、前記反応器の前記底部に供給され、ステップ（ｄ）において、より
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小さい粒子サイズを有する前記バイオマスが、底部から上部へ、前記反応器の高さの３０
％と９０％との間において引き出される、［７］に記載のプロセス。
　［１０］前記粒状バイオマスプロセスへ給送される前記汚水の前記一部分と、前記活性
汚泥プロセスへ給送される前記汚水の前記一部分との比が、前記汚水供給の品質に応じて
制御され得、５：９５と７５：２５との間で、とりわけ、１０：９０と５０：５０との間
で選択される、［１］～［９］までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［１１］前記汚水が、１リットル当たりのＣＯＤとして表現したときに、１０ｍｇと８
ｇとの間のレベルで有機廃棄物を含有し、および／または、１リットル当たり０．２ｍｇ
と１０００ｍｇとの間の、とりわけ、１リットル当たり１ｍｇと７５ｍｇとの間のレベル
の合計の窒素（アンモニアおよび／または他の窒素化合物として）を含有し、および／ま
たは、１リットル当たり０．０５ｍｇと５００ｍｇとの間の、とりわけ、１リットル当た
り１ｍｇと１５ｍｇとの間の合計のリン（ホスフェートおよび／または他のリン化合物と
して）を含有する、［１］～［１０］までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［１２］前記活性汚泥プロセスが、２つ以上の処理トレインを備えることを特徴とする
、［１］～［１１］までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［１３］前記粒状バイオマスプロセスが、１つの処理トレインを備えることを特徴とす
る、［１］～［１２］までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［１４］前記粒状バイオマスプロセスが、２つ以上の処理トレインを備えることを特徴
とする、請求項１～１３までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［１５］前記活性汚泥プロセスから導き出され、初期の汚水よりも高い栄養分レベルを
含有する側方ストリームプロセスの少なくとも一部分が、前記粒状バイオマスプロセスへ
返送されることを特徴とする、請求項１～１４までのいずれか一項に記載のプロセス。
　［１６］液体入口部、液体出口部、およびガス入口部を備える活性汚泥反応器（３）と
、前記反応器の前記底部に液体入口部を備え、前記反応器（４）の高さの少なくとも３分
の１に１つまたは複数の液体出口部を備え、前記反応器の前記底部にガス入口部を備える
粒状バイオマス反応器（４）と、前記粒状バイオマス反応器（４）の出口部を前記活性汚
泥反応器（３）の入口部に接続する液体ラインと、汚泥出口部および浄化された液体出口
部を有する、前記活性汚泥反応器（３）の液体出口部に接続されているセパレーター（５
）とを備え、前記活性汚泥反応器（３）の前記液体入口部と前記粒状バイオマス反応器（
４）の前記液体入口部とへの前記相対的な液体フローを調節するためのデバイスをさらに
備える、［１］～［１５］までのいずれか一項に記載のプロセスを実施するための装置。
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